
【アスクわかば保育園】

第三者評価結果 コメント

Ⅰ－１－（１）－①　理念、基本方針が明文化され
周知が図られている。

ａ

運営理念をもとに園目標を設定し入口の事務所
周辺に掲示して、園のしおりや重要事項説明書
などに明示し周知している。保護者には入園時
に必ず重要事項説明書をもとに読み合わせを行
い説明をして、確認書をもらっている。入社時
の研修で運営理念などの説明を受けて研修後の
レポートを提出したり、理念などをまとめたク
レドを配布して読み合わせを行い、基本方針に
基づいた保育活動の展開につなげ、コーポレー
トメッセージを定めてみんなで保育にあたると
いう意識を高め、職員間の共有を進めている。
また、保育園業務マニュアルの内容などを確認
し、職員が理念を思い起こせるようにも取り組
んでいる。利用者調査では保育目標・方針に関
する認知度の質問では昨年度よりも知っている
との回答が減っており、約１割強の方があまり
知らないと回答していることから、保護者に向
けて保育方針や園目標と行事内容などのつなが
りなどをあいさつに含めて伝えるなど、保護者
に向けてさらなる理解と協力につながる取り組
みを進められたい。

第三者評価結果 コメント

Ⅰ－２－（１）－①　事業経営をとりまく環境と経
営状況が的確に把握・分析されている。

ａ

本部担当を中心に地域の福祉ニーズ把握に向
け、国や市の情報を収集し、保護者から寄せら
れる情報をもとに地域の子育てニーズなどを把
握して保育活動の展開に活かしている。市の園
長会が年２回開催されており、各園の活動や運
営情況などの報告が行われて情報交換がなされ
ている。また、本部から提供される情報や各メ
ディアからの情報を整理して、福祉制度や保育
施策の動向なども適宜把握して職員間で共有し
ている。見学者から受ける相談の内容などから
も地域における子育て状況やニーズなどを把握
して、取り組みに反映している。

Ⅰ－２－（１）－②　経営課題を明確にし、具体的
な取り組みを進めている。

ａ

地域における福祉ニーズに合わせ、系列園との
交流などを通して子どもたちの想い出に残る保
育につなげ、ふれあい保育を実施して子育て家
庭への支援などの取り組みに発展させており、
地域の子育て支援施設としての活動などが進め
られている。昨年度地域ニーズの高い０歳児の
受け入れ枠が拡大され、継続的な経費抑制への
取り組みとあいまって黒字へと転化することが
できた。また、経費の抑制や削減に関しては他
園での状況や取り組みを参考にしたり、本部か
らの指導などを考慮して職員の意識を高めるよ
うに努めている。園での子どもたちの活動に関
する写真販売に努めることで収益の向上にもつ
ながっている。備品などはまとめて購入し、本
当に必要なものかどうかを判断したり、丈夫で
長く使えるものを選択して、品質や価格などを
考慮し比較検討して購入するように努めてい
る。反面、保育活動に必要となるものは購入す
ることを基本的な考えとしており、保育の質の
低下につながる節約はしない考え方で園の運営
にあたっている。

評　価　細　目　の　第　三　者　評　価　結　果

評価対象Ⅰ　福祉サービスの基本方針と組織

Ⅰ－１　理念・基本方針

（保育所）

Ⅰ－１－（１）　理念、基本方針が確立・周知されている。

Ⅰ－２　経営状況の把握

Ⅰ－２－（１）　経営環境の変化等に適切に対応している。
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【アスクわかば保育園】

第三者評価結果 コメント

Ⅰ－３－（１）－①　中・長期的なビジョンを明確
にした計画が策定されている。

ｂ

運営理念及び保育方針に沿って園目標を設定
し、長期計画目標を策定している。長期目標を
もとに年度毎に整理された中期計画が作成され
ており、内容に合わせて半期毎に評価と改善点
が検討され、次期計画の向上に活かされてい
る。また、年度毎の中期計画は保育活動の年間
指導計画・月案・週案・行事などにつながるよ
うに内容が考慮されている。中期計画を見直す
際には目標の達成状況を確認しやすい、より具
体的な指標を設けるなど、取り組み内容との整
合性を図りつつ全職員で協議を行い、意識を共
有してさらに保育活動に自主的に取り組むなど
のやる気と働きがいの向上につながる工夫も検
討されたい。

Ⅰ－３－（１）－②　中・長期計画を踏まえた単年
度の計画が策定されている。

ａ

保育園業務マニュアルには課題の明確化や計画
策定の手順、取り組み時期も含めて明示されて
いる。中期計画は年毎に項目を設定して取り組
み内容を掲げ、特におもちゃに関しては３カ年
の計画を定めて取り組みを進めている。中長期
計画をもとに、年間指導計画・月案・週案を作
成して、計画に沿って保育活動が進むように努
めている。また、年度初めには行事毎に担当職
員を決めて行事企画書を作成し、仕事の割り振
りを行って全職員で取り組んでいる。職員会議
などで意見や提案などを出し合い、保護者アン
ケートの結果などを考慮して調整・協議を行
い、行事や保育活動などの工夫をしている。行
事後には職員会議で反省・見直しなどを行い、
次回の行事改善などに活かし、各系列園での取
り組みなども参考にして子どもたちの想い出に
残る保育の実現に努めている。

Ⅰ－３－（２）－①　事業計画の策定と実施状況の
把握や評価・見直しが組織的に行われ、職員が理解
している。

ａ

保育の基本となる保育課程が、運営理念、基本
方針、園目標の「・じょうぶな身体、元気な子
ども・思いやりのある子ども・自分で考えて行
動できる子ども」を目指して作成され、毎年見
直しが行われ、事務所に掲示して職員間で共有
し保育活動にあたっている。保育課程をもとに
年齢毎の年間指導計画、月間指導計画、週案が
立案されている。各計画はクラス担当職員が策
定して、年間・月間の指導計画は園長が確認を
行い、職員会議を通して協議・共有しており、
年末・期末・月末に評価・振り返りを実施して
次期の計画につなげている。週案が各クラス毎
に作成され、園長の確認を受けて、クラス間で
活動内容や時間などを調整して異年齢での交流
や保育活動などに展開させ、小さい子どもの憧
れや大きい子どもの労りの心などの育ちに活か
すこともある。

Ⅰ－３－（２）－②　事業計画は、利用者等に周知
され、理解を促している。

ａ

年度初めには、保護者に年間行事予定を配付し
て子どもたちが行う行事にできるだけ参加して
もらえるように配慮している。また、月間・週
の各指導計画をクラスに掲示してねらいや活動
内容などを伝え、子どもたちのクラスでの取り
組みの概要を知らせている。クラスだよりを通
しても月毎の活動のねらいや子どもたちの様子
などを周知し、保育園での取り組み内容を知っ
てもらい、保護者とともに保育を共有できるよ
うに工夫している。さらに、年度初めの運営委
員会などで園の保育活動の大元となる保育課程
と各指導計画の位置づけやつながり、それぞれ
のねらいや取り組み内容などをわかりやすく伝
え、各クラス担任の配慮や工夫、心がけている
ことなども知らせることも検討されたい。

Ⅰ－３　事業計画の策定

Ⅰ－３－（１）　中・長期的なビジョンと計画が明確にされている。

Ⅰ－３－（２）　事業計画が適切に策定されている。
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【アスクわかば保育園】

Ⅰ-４　福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組

第三者評価結果 コメント

Ⅰ－４－（１）－①　福祉サービスの質の向上に向
けた取組が組織的に行われ、機能している。

ａ

重要事項などの決定手順などは、保育園業務マ
ニュアルの中にフローが明記されており、園長
ミーティングで伝えられる本部の決定事項など
は職員会議や昼礼などを通して伝達され、職員
間での共有につなげている。案件によっては本
部から通達文書が配付され、園内で回覧を行い
各自が確認してサインを残している。その他の
案件は職員会議で検討し、必要に応じて園長
ミーティングの議題として提案して、本部で対
応が検討・協議され、決定事項として各園に返
されている。保護者に向けては運営委員会など
の機会に伝えるとともに、書面での配付や園内
掲示などで周知し、連絡帳への記入や送迎時の
対話などを通して直接伝えている。県の第三者
評価を毎年度受審し、園の抱える課題や改善点
などを職員間で共有して中長期計画の見直しな
どに活かしている。

Ⅰ－４－（１）－②　評価結果にもとづき組織とし
て取組むべき課題を明確にし、計画的な改善策を実
施している。

ａ

保育課程を年度末に見直し、各指導計画につい
て年末・期末・月末・週末に評価・振り返りな
どを行い、次期の計画策定に活かして、保育内
容の工夫や様々な配慮につなげ、子どもたちの
楽しく、安全で安心な想い出に残る保育に反映
させている。また、保護者からの意見や要望な
どを行事後のアンケートや運営委員会、保育参
加、日々の送迎時の対話などから把握し、アン
ケート結果や保育園としての回答・対応などを
保護者に返して、保育活動や行事などの配慮・
工夫に努めている。第三者評価の利用者アン
ケートでの保護者からの意見に関しては、改善
策や対応などを検討して取りまとめ、保護者に
文章で配布して理解と協力につなげている。

Ⅰ－４－（１）　質の向上に向けた取組が組織的・計画的に行われている。
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【アスクわかば保育園】

第三者評価結果 コメント

Ⅱ－１－（１）－①　管理者は、自らの役割と責任
を職員に対して表明し理解を図っている。

ａ

保育園業務マニュアルに園長の役割が明記さ
れ、マニュアルに沿って園長は保育活動の実践
などにあたっている。園長は職員会議や日々の
コミュニケーション、面談、保育活動などの実
践を通して保育への考えなどを伝え、自らが保
育補助に入ったり、備えていて欲しい保育の知
識や技能などを確認して日々保育力の向上に努
めている。また、エリア毎にスーパーバイ
ザー・マネージャーを配して各園の運営・保育
活動などへの助言・指導体制を強化しており、
児童票や月案・週案などの提出日を定めて園長
が内容を確認し、職員間の情報共有などに努め
日々の保育活動を進めている。

Ⅱ－１－（１）－②　遵守すべき法令等を正しく理
解するための取り組みを行っている。

ａ

保育士として守るべき法・規範・倫理、施設の
最低基準や監査項目等は保育園業務マニュアル
に掲載され、職員が必要に応じて適宜閲覧し確
認できるように事務所に常備されている。本部
にはコンプライアンス委員会が設置されてお
り、顧問弁護士への連絡などの制度を導入して
保育園業務マニュアルに明記するとともに、連
絡方法などを園内に掲示し職員に向けて周知し
ている。また、苦情窓口や第三者委員などの情
報を重要事項説明書に明示して保護者に伝えて
いる。日々の保育活動や行事などの情報は写真
と合わせてホームページで公表しており、毎年
第三者評価を受審して評価結果を玄関カウン
ターに置いて保護者や見学者などに公開してい
る。

Ⅱ－１－（２）－①　福祉サービスの質の向上に意
欲をもち、その取組に指導力を発揮している。

ａ

今年度より園への助言・指導・支援体制を強化
し、エリア毎のスーパーバイザー・マネー
ジャーによる体系を整備して、園の運営・保育
活動などへの対応に努めている。運営理念であ
る「職員が楽しく働く」ことを大切にし、職員
間のコミュニケーション・保育に関する情報共
有などを心がけ、保育にあたっている。さら
に、運営理念などをまとめたクレドを職員に配
布して相互理解と共有を促し、園長が率先して
保育活動の実践にあたり、職員への指導や助言
などを通して、保育に取り組む姿勢や考え方を
伝え、保育への意識共有を図っている。

Ⅱ－１－（２）－②　経営の改善や業務の実行性を
高める取組に指導力を発揮している。

ａ

これまでの取り組みや前年度の評価・反省をも
とに、行事や保育計画の見直し・改善に努めて
おり、より良い行事や保育活動につなげるよう
様々な工夫と配慮を行っている。また、系列他
園での取り組みなどを参考にしたり、本部の指
導などを活かして運営経費などの削減に向けた
職員間の意識を高め、対応を心がけている。備
品などの状況を確認してまとめて購入したり、
本当に必要なものかなどを判断したり、丈夫で
長く使えるものを選んで品質や価格などを考慮
し比較して購入するようにも努めている。基本
的な考えとして、保育活動に必要となるものは
購入する方向で対応を進めており、保育の質の
低下につながるような節約はしない考え方で園
運営にあたっている。

Ⅱ－１　管理者の責任とリーダーシップ

Ⅱ－１－（１）　管理者の責任が明確にされている。

Ⅱ－１－（２）　管理者のリーダーシップが発揮されている。

評価対象Ⅱ　組織の運営管理

4/18



【アスクわかば保育園】

第三者評価結果 コメント

Ⅱ－２－（１）－①　必要な福祉人材の確保・定着
等に関する具体的な計画が確立し、取組が実施され
ている。

ａ

人事制度方針・事業所が求める職員像などが保
育園業務マニュアルに明記されており、必要に
応じて職員が適宜確認できるよう事務所に置か
れている。採用の際には本部人事担当者が運営
理念・保育方針などについて説明を行い、運営
理念などに理解と共感が得られる人材を採用し
ている。園からは人材に関する要望などを園長
を通じて本部に伝えている。クラス担任や係の
配置については、園長の職員面接を通して本人
の要望などを把握し、経験・資質などを踏ま
え、園全体のバランスを考慮し決定しており、
よりスムーズな園の運営につながるように努め
ている。また、新卒職員に対するチューター制
度を導入し、新卒職員が先輩職員に様々なこと
を相談できる体制が整っており、定着率も向上
している。行事担当を決め、企画段階から責任
を持って自主的に取り組むことで、職員の責任
感とやりがいにつなげている。

Ⅱ－２－（１）－②　総合的な人事管理が行われて
いる。

ａ

本部における査定基準や賃金規定などが公開さ
れており、年間３回の考課査定を行い、適宜就
労状況の向上につなげている。職員各自が自己
査定をして園長及びマネージャーによる査定を
受けており、保育本部の確認後、賃金や手当な
どに反映され、園長との面談を通してフィード
バックがなされている。また、疲労やストレス
などの自己確認をメンタル・ヘルスチェックを
通して行い、日頃から職員間でコミュニケー
ションを取りながら、やる気の向上や昼礼など
を通して互いの保育活動における気づきの共有
などに努めている。園長は心理カウンセラーに
よるカウンセリングを受けるなど、管理職の精
神的な疲労などを把握し抑制に向けて取り組み
を進めている。

ａ

Ⅱ－２－（３）－①　職員一人ひとりの育成に向け
た取組を行っている。

ａ

職員は個別の年間研修計画を作成して、研修項
目に合わせて自らが参加状況や半期毎の反省・
感想などを記入し、園長からの助言や指導など
を受けている。園内研修にも積極的に取り組
み、討議形式や取りまとめ手法などを工夫し
て、職員間での共通認識及び合意形成につなげ
ている。受講した研修成果は園内研修や職員会
議などで共有しており、職員間でどこにどのよ
うに研修成果が活かされたのかなどを相互に確
認・共有するなどの工夫も期待したい。

Ⅱ－２　福祉人材の確保・育成

Ⅱ－２－（３）　職員の質の向上に向けた体制が確立されている。

勤務シフト作成の際には、職員の希望に合わせ
有給休暇などが取得できるように配慮がなさ
れ、各自の予定を確認してシフト表に反映され
ている。また、個人面談を行い異動に関する希
望などを把握したり、日常保育におけるコミュ
ニケーションなどを通じて職員からの意見など
を収集している。担任や係などの配置は職員会
議等での協議をもとに検討し、経験年数や資質
などを参考に、園内のバランスに配慮して園長
が決定している。行事については担当を決め
て、担当職員が企画段階から責任を持って取り
組むことで責任とやる気を向上させ、園長が適
宜支援や助言をしている。研修は勤務シフトを
調整して通常業務に支障がない限り参加できる
ように配慮し、無理な勤務体制にならないよう
努めている。スポーツクラブの法人会員、社内
運動会や社員親睦目的の費用補助、リゾート施
設の利用、予防接種の奨励や費用の補助、入社
時の健康診断費用の補助など、様々な福利厚生
制度が準備されている。また、職員は疲労やス
トレスなどの自己確認をメンタル・ヘルス
チェックを通して行い、日頃から職員間でコ
ミュニケーションを取り、精神的な支援への対
応も進めている。

Ⅱ－２－（１）　福祉人材の確保・育成計画、人事管理の体制が整備されている。

Ⅱ－２－（２）　職員の就業状況に配慮がなされている。

Ⅱ－２－（２）－①　職員の就業状況や意向を把握
し、働きやすい職場づくりに取組んでいる。
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【アスクわかば保育園】

Ⅱ－２－（３）－②　職員の教育・研修に関する基
本方針や計画が策定され、教育・研修が実施されて
いる。

ａ

本部から研修に関する年間予定表が提示され、
階層別研修や自由選択研修などの経験年数・専
門性に応じたメニューが提供されている。内外
の研修には常勤・非常勤を問わず参加すること
ができるように配慮され、保育力の向上に向け
た取り組みが進められている。また、海外施設
の視察などを含む研修も用意されており、年間
を通して全園で共通して保育への取り組みを進
め、推薦などにより参加できるよう励んでい
る。

Ⅱ－２－（３）－③　職員一人ひとりの教育・研修
の機会が確保されている。

ａ

本部からの研修案内などにもとに職員からの希
望を聞いて、勤務シフトを調整して通常業務に
支障がない限り、希望に応じて研修に参加でき
るよう考慮している。階層別研修や参加が必須
の研修、自由選択研修も設定されており、人材
育成・職員資質の向上につながる積極的な取り
組みが行われている。

Ⅱ－２－（４）－①　実習生等の福祉サービスに関
わる専門職の教育・育成について体制を整備し、積
極的な取組をしている。

ａ

実習生受け入れに関する対応マニュアルが整備
され、その意義や受け入れ時の配慮や手順など
が明記されている。実習生の受け入れの際には
園長が注意事項に沿って説明を行い、個人情報
の保護やプライバシーの尊重、保育への考え方
や取り組みなどを伝え、守秘義務に関する誓約
書を提出して貰っている。保育関連の大学や専
門学校などの実習生を受け入れ、声かけや指導
の検討などを行うことで職員の成長にもつな
がっている。また、実習生を積極的に受け入れ
て、次代を担う保育士などの人材育成に努めて
いる。

Ⅱ－２－（４）　実習生等の福祉サービスに関わる専門職の研修・育成が適切に行われている。
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【アスクわかば保育園】

第三者評価結果 コメント

Ⅱ－３－（１）－①　運営の透明性を確保するため
の情報公開が行われている。

ａ

本部ホームページには運営理念、ＣＳＲ・環境
活動、サービス内容、子育て関連のニュースな
どが公開され、法人における活動内容が伝えら
れている。園の保育活動や行事などの取り組み
に関する情報もホームページで公表しており、
子どもたちの園生活の様子や行事活動の様子な
どが写真とともに掲載され、楽しい活動が窺え
る内容となっている。また、県の第三者評価を
毎年受審して結果を玄関カウンターに置いて、
保護者や見学者などに公開しており、利用者調
査における保護者からの意見に対しては改善策
や対応などを文章で取りまとめ、配付して周知
しさらなる理解と保育への協力などにつなげて
いる。

Ⅱ－３－（１）－②　公正かつ透明性の高い適正な
経営・運営のための取組が行われている。

ａ

運営本部における組織体制が整理され、管理層
及び職員に周知されている。エリア毎にスー
パーバイザー・マネージャーによる各園の運
営・保育活動などに関する助言・指導体制を構
築して、適正な経営・運営に努めている。ま
た、本部管理課に各園の担当者を配して保育業
務に関する国や県、市の動きや政策面での動向
などを把握し、保育園の活動などに活かしてい
る。県の行政監査が定期的に行われ、本部から
内部監査室員が予告なく訪問して監査を行い、
内外からの指摘などを受けつつより良い保育園
運営に努めている。運営委員会や保育参加、
日々のコミュニケーションを通して保護者と情
報や意見の交換などを進め、ふれあい保育を行
い地域の子育て支援につながる活動に取り組ん
でいる。

第三者評価結果 コメント

Ⅱ－４－（１）－①　利用者と地域との交流を広げ
るための取組を行っている。

ａ

夏祭りや運動会の際には地域の子育て家庭に参
加してもらったり、隣接する商業施設の協力で
ハロウィンや子どもたちが描いた母の日の絵の
展示をしてもらったり、勤労感謝の日には交番
を訪問してプレゼントを渡すなど、近隣の施設
と連携した地域交流を進めている。子どもたち
が職員以外の人とふれあうことで社会性や社交
性が育まれ、地域での認知度も高い。また、近
隣の高校生や大学生との交流なども盛んに行わ
れており、子どもたちの園生活における想い出
として刻まれている。また、電車を利用して図
書館に行ったり、児童館を訪問したりして社会
的な経験もたくさん積んでおり、子どもたちが
公園のゴミ拾いをするなど、地域貢献への取り
組みも行っている。

Ⅱ－４－（１）－②　ボランティア等の受入れに対
する基本姿勢を明確にし体制を確立している。

ａ

ボランティアの対応マニュアルが整備されてお
り、その意義や受け入れ時の配慮・手順などが
整理されている。ボランティアの受け入れの際
には園長が注意事項に沿って説明を行い、個人
情報の保護やプライバシーの尊重などを伝えて
守秘義務に関する誓約書を提出して貰ってい
る。保護者の祖父母が園の花の世話や園庭の整
備・草むしりなどを手伝ってくれたり、折り紙
教室やものつくり体験の支援も受けている。ま
た、ヒーローショーや環境紙芝居も園で行われ
ており、様々なボランティアを受け入れ、園外
の人と子どもたちが交流することで社会性の向
上・感性の成長などにつながり、職員の一層の
成長のためにもなると考えている。

Ⅱ－３　運営の透明性の確保

Ⅱ－３－（１）　運営の透明性を確保するための取組が行われている。

Ⅱ－４－（１）　地域との関係が適切に確保されている。

Ⅱ－４　地域との交流、地域貢献
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【アスクわかば保育園】

Ⅱ－４－（２）－①　福祉施設・事業所として必要
な社会資源を明確にし、関係機関等との連携が適切
に行われている。

ａ

地域の医療機関や公共施設などを必要な分野毎
に整理して一覧表として取りまとめ、事務所に
掲示して職員が必要な時に適宜利用できるよう
に工夫している。また、保育園内にはさんぽ
マップを掲示し、周辺の公園などの社会資源の
位置を保護者に伝え、日常の子育て対応にも活
かしてもらえるようには配慮している。市から
提供される子育てに関する情報や配布物などは
その都度掲示して保護者に伝え、子育て支援活
動につなげており、気になる子どもへの対応で
は市の巡回指導との連携を活かして対応ができ
るようになっている。子育てに関連する機関と
して、市役所担当課・小学校・保健所・消防
署・警察署・児童相談所など、医療機関では近
隣病院・救急病院などと必要に応じて連携が取
れるように配慮されている。

Ⅱ－４－（３）－①　福祉施設・事業所が有する機
能を地域に還元している。

ａ

ふれあい保育を定期的に行い、開催の情報は市
報を通じて地域の子育て家庭に伝えられてお
り、毎回、子どもたちが一緒に遊んだりして交
流している。ふれあい保育の内容を工夫して提
供しており、参加者からは好評を得ている。今
年度からＡＥＤが設置され、職員が取り扱い講
習を受けるなど、園内での緊急対応のみなら
ず、地域での救急支援活動にも活かされること
が期待できる。また、園見学者から子育てに関
する相談なども受けており、地域の子育て施設
として取り組みを進めている。

Ⅱ－４－（３）－②　地域の福祉ニーズに基づく公
益的な事業・活動が行われている。

ａ

子育て家庭を招いてのふれあい保育や見学者か
らの子育て相談などに応じており、地域居住者
を対象とした講習や勉強会なども行っていく予
定である。園が持つＡＥＤや救急救命訓練の人
形などを活かした講習や、保育士・看護師・栄
養士の専門性を活かした勉強会など、既存の設
備や人材を活用したり、近隣の栄養大学と連携
した離乳食や子どもの食事に関する懇談会な
ど、日常保育の中で取り組むことができるもの
を検討され実践されることを期待したい。

Ⅱ－４－（２）　関係機関との連携が確保されている。

Ⅱ－４－（３）　地域の福祉向上のための取組を行っている。
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【アスクわかば保育園】

第三者評価結果 コメント

Ⅲ－１－（１）－①　利用者を尊重した福祉サービ
ス提供について共通の理解をもつための取組を行っ
ている。

ａ

入園のしおりには運営理念、保育理念等が明記
され、運営委員会やクラス懇談会、保育行事な
どを通して保護者に説明し周知しており、個人
面談などの機会にも伝えている。保護者からの
意見や要望などは運営委員会やクラス懇談会等
で把握し、指導計画などの作成に活かしたり、
職員会議などの場で職員間の共通理解につなげ
ている。運営理念である「保護者ニーズにあっ
た保育サービスの提供」を目指して保育活動に
取り組み、子ども一人ひとりの育ちや家庭状
況、保護者の子育て観や方針などを考慮して話
し合い、日々のコミュニケーションを通して信
頼関係を築けるように配慮している。また、保
育園業務マニュアルには子どもへの言葉がけ・
対応について整理がされており、子どもの気持
ちを傷つけるような職員の言動が気になった場
合には、園長が適宜子どもの気持ちを留意した
声のかけ方などを伝えて助言している。

Ⅲ－１－（１）－②　利用者のプライバシー保護等
の権利擁護に配慮した福祉サービス提供が行われて
いる。

ａ

個人情報保護方針が定められ、ホームページ上
でも公表されており個人情報保護マニュアルの
中にも明示されている。入園時の説明で保護者
と読み合わせを行い、個人情報の利用目的を伝
えて理解と協力につなげており、子どもの写真
のホームページなどへの掲載に関する保護者の
同意を得ている。情報の開示請求への対応方法
は本部の規程を定め、運営委員会などで説明し
伝えて理解と共有を促している。重要事項説明
書には開示請求への対応に関する内容を記載し
て、職員やボランティアなどには個人情報の取
り扱い規定を個別に説明して管理を徹底してい
る。子どもに関する情報を外部とやりとりする
必要が生じた場合には、保育園業務マニュア
ル、個人情報保護マニュアルに沿って必ず保護
者に説明をして同意を得ている。子どもの羞恥
心への配慮では、おむつ交換や着替えの際には
周囲から見えないように配慮して対応し、衣服
の着脱の際には全裸にならないように指導を行
い、職員は共通認識を持って保育支援にあたっ
ている。お漏らしの対応にも、他の子どもから
見えないようにトイレに連れて行くなどの配慮
をしている。

Ⅲ－１　利用者本位の福祉サービス

Ⅲ－１－（１）　利用者を尊重する姿勢が明示されている。

評価対象Ⅲ　適切な福祉サービスの実施
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【アスクわかば保育園】

Ⅲ－１－（２）－①　利用希望者に対して福祉サー
ビス選択に必要な情報を積極的に提供している。

ａ

運営・保育理念、保育目標や活動内容などの概
要は、本部のホームページや市のホームペー
ジ・広報などを通して情報の提供に努めてい
る。保育園の見学者や入所希望者には内容が分
かりやすいパンフレットを用意し、配布して丁
寧に説明して対応している。入園に関する質問
などには、園長が個別に対応している。

Ⅲ－１－（２）－②　福祉サービスの開始・変更に
あたり利用者等にわかりやすく説明している。

ａ

入園前には「入園のご案内（重要事項説明
書）」にそって運営・理念や保育目標を基本に
サービス内容や持ち物など具体的に説明し、保
護者の理解につなげており、確認書を提出して
もらっている。入所後の変更に関しても利用者
や家族が理解しやすいように丁寧な説明をし
て、書面などで同意を得ている。入園後も担任
と連携を図り、質問などに応じている。また、
苦情窓口や第三者委員の情報などもわかりやす
く入り口に掲示され周知してている。

Ⅲ－１－（２）－③　福祉施設・事業所の変更や家
庭への移行等にあたり福祉サービスの継続性に配慮
した対応を行っている。

ａ

卒園児や転居による退園児には保育所での行事
に関するお知らせを配布し、園行事に参加して
もらい、家庭からの相談にも随時対応するな
ど、福祉サービスの継続性に配慮している。福
祉施設の移行先より要望があれば必要に応じて
保護者の承諾を取り、児童票などの移行にも対
応している。また、就学時には保育児童要録な
どの関係書類を就学先に提出するなど、学校生
活へのつながりに配慮している。

Ⅲ－１－（３）－①　利用者満足の向上を目的とす
る仕組みを整備し、取組を行っている。

ａ

利用者満足の向上のために年に３回、運営委員
会を行っており、４月・９月・３月に保護者の
意見や要望を聞く機会を設け、３月に行われる
運営委員会からの検討・結果に基づいて次年度
の行事計画や、園の運営、保育サービスに反映
させ、満足度の向上を図っている。運動会など
の保護者参加行事の後にはアンケートを実施
し、結果を園だよりにて報告して、福祉サービ
スの改善に向けた取り組みに活かしている。ま
た、日常からできるだけ保護者とのコミュニ
ケーションを心がけ、意見などが言いやすい環
境となるように配慮し、連絡帳などを通して寄
せられた意見や要望なども含めて迅速に対応す
るようにしている。園で改善できる項目などは
可能な限り対応するように取り組み、行事日程
などへの配慮や保育内容の工夫を行っている。

Ⅲ－１－（２）　福祉サービスの提供に関する説明と同意（自己決定）が適切に行われている。

Ⅲ－１－（３）　利用者満足の向上に努めている。
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【アスクわかば保育園】

Ⅲ－１－（４）－①　苦情解決の仕組みが確立して
おり、周知・機能している。

ａ

相談・苦情窓口などへの対応体制を整え、重要
事項説明書には本部の相談・苦情窓口や市の相
談窓口の連絡先の情報が明示されており、入園
時に保護者に説明し周知している。相談・苦情
窓口や受付責任者、第三者委員などの情報を園
内に掲示して保護者に周知している。また、意
見箱を設置して直接言いづらい保護者へも配慮
し、寄せられた意見などには迅速に対応するよ
う努め、苦情などは本部に報告して指示を仰
ぎ、全職員で共有し対応している。アンケート
の集計結果は運営委員会などで保護者に伝え、
理解と協力につなげ保育活動などの向上に活か
している。

Ⅲ－１－（４）－②　利用者が相談や意見を述べや
すい環境を整備し、利用者等に周知している。

ａ

園入口にご意見箱を設置して保護者が意見など
を提出しやすいよう配慮しており、行事に関す
るアンケートなどを行い、保護者からの希望や
意向など把握して保育に活かしている。また、
日常の保育を通じて丁寧なコミュニケーション
を心がけ、保護者が意見などを言いやすい雰囲
気を整えることに努めており、できるだけ迅速
な対応策の検討と実施につなげることで利用者
調査での高い満足度となっている。今後も保護
者からの高い信頼関係のもと、子育て施設とし
ての役割がさらに発揮されることが期待でき
る。

Ⅲ－１－（４）－③　利用者からの相談や意見に対
して、組織的かつ迅速に対応している。

ａ

保護者参加行事後にはアンケート調査を行い、
保護者からの意見や要望などを把握し、職員の
反省なども踏まえて、行事内容の検討や保育活
動の改善などに活かしている。また、運営委員
会を通して保護者との意見交換の場を設け、意
向や要望などの把握に努めている。寄せられた
意見や要望などには、園で改善できる項目など
について可能な限り対応するように取り組み、
行事日程などへの配慮や保育内容を工夫するな
どの対応を行っている。遠足や運動会などの保
護者参加の行事は、多くの保護者が参加できる
よう曜日などに配慮して行っている。

Ⅲ－１－（４）　利用者が意見等を述べやすい体制が確保されている。
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【アスクわかば保育園】

Ⅲ－１－（５）－①　安心・安全な福祉サービスの
提供を目的とするリスクマネジメント体制が構築さ
れている。

ａ

緊急時対応マニュアルの整備、緊急連絡フロー
の掲示、アクシデント報告書・インシデントレ
ポートなどの対応体制が準備され、理念の「子
どもたちの安全・安心の確保」を目指した対策
などを進め、不審者対応などの防犯対策にも取
り組んでいる。セキュリティシステムを用いた
安全管理、チェックリストによる室内の確認、
市の担当課から提供される情報を保護者に伝え
るなどの対応を行い、ヒヤリハットの書式を改
善して書きやすくするなどの工夫もしている。
また、けがなどの発生状況を確認し、職員間で
共有して再発防止に努めている。日々の遊びや
保育活動の中で危険個所や危ない場面がないか
を確認し、職員間で共有し安全に配慮して保護
者にも伝えている。戸外でも遊び始める前に安
全を確認し、子どもたちと遊具の使い方のルー
ルを共有するなど、場面毎に意識できるよう配
慮している。

Ⅲ－１－（５）－②　感染症の予防や発生時におけ
る利用者の安全確保のための体制を整備し、取組を
行っている。

ａ

保護者に対して感染症などの保健に関する情報
を定期的に系列園共通のほけんだよりで伝え、
その時季に必要な熱中症、感染症、手洗い法や
予防接種などの保健に関する情報提供と注意喚
起に努めている。園で感染症が発症した場合
は、病名、発症状況、症状、注意点などを掲示
して保護者に知らせ、感染の拡大防止につなげ
ている。また、子どもたちが健康に日常を送れ
るよう、日々の園生活で手洗いやうがいの大切
さを伝えている。手洗い場には手洗いの手順を
掲示したり、手洗いキット（ブラックライトを
用いた手洗いチェッカー）を使用して手洗いの
指導を行っており、年齢に応じて日常生活の中
で身につくように配慮している。下痢・おう吐
処理には消毒液を毎日準備し、対応に備えてい
る。

Ⅲ－１－（５）－③　災害時における利用者の安全
確保のための取組を組織的に行っている。

ａ

毎月防災訓練を実施し、地域の消防署と連携を
取って年１回総合避難訓練を行ったり、緊急時
における子どもたちの安全確保に向けた対策を
徹底している。緊急時の対応担当を予め決め、
戸外活動時の連絡方法や緊急対応などを確認し
たり、防災備蓄品などの確保・補充を行い、災
害時への備えをしている。また、メール配信シ
ステムを用いて災害時の連絡手段を確保し、定
期的な訓練を行い、緊急時対応に備えている。

Ⅲ－１－（５）　安心・安全な福祉サービスの提供のための組織的な取組が行われている。
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【アスクわかば保育園】

第三者評価結果 コメント

Ⅲ－２－（１）－①　提供するサービスについて標
準的な実施方法が文書化され福祉サービスが提供さ
れている。

ａ

保育業務の遂行にあたっては運営本部規定の保
育園業務マニュアルに基づき、園の運営と日々
の保育実践が展開されている。運営の理念、保
育計画、業務の基本、災害時の対応、プライバ
シーの保護、子育て支援、職員の連携など詳細
に規定されている。また、全職員にもれなく周
知徹底して共通理解のもとに業務遂行がなされ
るよう、園独自で早番・遅番の手順書やアレル
ギー対応のチェック表などの職員周知事項を作
成して全職員で共有・活用している。

Ⅲ－２－（１）－②　標準的な実施方法について見
直しをする仕組みが確立している。

ａ

保育課程については年度末の会議で見直しを行
い、確認をしている。年間指導計画については
４期に分けて策定し、各期に反省・評価をして
次の期の指導計画に反映している。日々の保育
実践を通しての気づきは職員会議や昼礼で検
討・協議され、見直しを行った上で保育業務の
改善などにつなげている。また、保育園業務マ
ニュアルの改訂や計画の見直しについてはマ
ネージャーへの報告や園長ミーティングの場で
検討・協議されて本部に報告がなされ、改定に
つなげ各保育園に改訂版が配布され差し替えら
れるようになっている。

Ⅲ－２－（２）－①　アセスメントにもとづく個別
的な福祉サービス実施計画を適切に策定している。

ａ

入園時の面接は園長及び職員が行い、成育歴や
既往症などを把握している。また、送迎時や連
絡帳を通して家庭環境の変化や保護者の考え方
などを把握している。子どもの情報は必要に応
じて職員会議で共有し、個別の配慮事項や援助
については指導計画に反映させ、その内容は児
童票に記載している。０歳児クラスから２歳児
クラスまでは組別の月間指導計画の他に、個人
別月間指導計画を策定して子ども一人ひとりの
成長・発達などに合わせた保育を進めている。
３歳児以上のクラスではクラス単位での月間指
導計画を作成し、年齢に応じた保育活動を展開
している。

Ⅲ－２－（２）－②　定期的に福祉サービス実施計
画の評価・見直しを行っている。

ａ

保育課程をもとにクラス別に年間指導計画、月
間指導計画、週案を作成している。年間指導計
画は４期に分け、各期で反省・評価をして次の
期の計画につなげている。月間指導計画につい
ては毎月、反省・評価を行い、次月の計画に活
かしている。それぞれの指導計画は各クラスに
掲示して保護者が確認できるように配慮してい
る。また、月毎の保育活動のならいなどはクラ
スだよりや運営委員会を通して保護者に伝え、
理解と協力につなげている。

Ⅲ－２－（３）－①　利用者に関する福祉サービス
実施状況の記録が適切に行われ、職員間で共有化し
ている。

ａ

本部規定の保育園業務マニュアルに基づき、業
務日誌、保育日誌、児童票、連絡帳、行事企画
書などの指定の様式に記載がなされ、園長が内
容の確認をしている。新任職員についても本部
主催の研修に参加して、記載内容に差異が生じ
ないように配慮している。また、アセスメント
後の情報は児童票に記載され必要に応じて職員
会議などで共有している。

Ⅲ－２－（３）－②　利用者に関する記録の管理体
制が確立している。

ａ

本部が規定する保育園業務マニュアル、個人情
報保護方針・保護規程などに情報の収集や廃
棄、書類の保存年数が明記されている。児童票
などの個人情報やプライバシーに関する書類は
鍵がかかる書庫にて保管している。園長の不在
時には鍵をかけて管理し、必要時に解錠する
ルールとなっている。園で利用するパソコンに
はパスワードが設定され、職員以外の使用がで
きないようなっており、パスワードも定期的更
新されセキュリティに配慮されている。

Ⅲ－２－（１）　提供するサービスの標準的な実施方法が確立している。

Ⅲ－２－（３）　福祉サービス実施の記録が適切に行われている。

Ⅲ－２　福祉サービスの質の確保

Ⅲ－２－（２）　適切なアセスメントにより福祉サービス実施計画が策定されている。
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【アスクわかば保育園】

第三者評価結果 コメント

Ａ－１－（１）－①　保育所の保育の方針や目標に
基づき、発達過程を踏まえ、子どもの心身の発達や
家庭及び地域の実態に即した保育課程を編成してい
る。

ａ

法人本部の運営・保育理念、方針、園目標につ
いて、職員間で読み合わせを行い、共通理解を
図り保育課程を策定している。子どもの成長・
発達や心身の状態、家庭の状況、保護者の就労
状況、保育時間の長い短いなどに配慮して、子
ども一人ひとりにふさわしい生活の中で、個々
に応じた保育目標が達成されるよう保育課程を
編成し、年度毎に見直しを行い職員間で協議し
確認している。

Ａ－１－（１）－②　乳児保育のための適切な環境
が整備され、保育の内容や方法に配慮されている。

ａ

大きな窓のある明るい保育室で保育を行い、衛
生マニュアルの周知と清掃の手順に従い、清潔
を保つように留意している。衛生安全チェック
を定期的に行い、職員がチェック表に記入して
安全管理に努めている。壁面には４月から毎月
一人ひとりの成長の様子が分かるように写真を
掲示したり、離乳食の流れを絵や写真掲示で保
護者に分かりやすく伝えている。遊びでは自由
に取り出せるように絵本のコーナーなどの環境
設定に配慮している。

Ａ－１－（１）－③　１・２歳児の保育において養
護と教育の一体的展開がされるような適切な環境が
整備され、保育の内容や方法に配慮されている。

ａ

個々の子どもの発達年齢や個性、家庭環境を理
解した上で無理なく生活習慣が身に付けられる
よう配慮している。子どもの年齢や興味、人数
などに合わせて安全面を配慮した玩具を用意
し、コーナーを設けることによって子どもたち
が自由に遊びを選択できる環境を整えている。
２歳児の保育室は園庭に面しており、外に出て
大きい子に交じって遊ぶなど、子どもの成長に
合わせた対応を心がけている。

Ａ－１－（１）－④　３歳以上の保育において養護
と教育の一体的展開がされるような適切な環境が整
備され、保育の内容や方法に配慮されている。

ａ

子どもの家庭環境や個人差を考慮して、生活習
慣が身に付くように配慮している。年齢に応じ
た様々な豊かな経験として、専任講師による体
操・英語・リトミックを取り入れ、成長に合わ
せた運動・知育活動などを進めている。就学に
向けて１１月からは午睡をなくした５歳児が、
３・４歳児が午睡をしている時間帯、３歳児保
育室で活動をしている。誕生会・行事などは保
育室の仕切りを無くし、異年齢での合同保育を
するなど、必要に応じて環境設定を変更して
行っている。

Ａ－１－（１）－⑤　小学校との連携や就学を見通
した計画に基づいて、保育の内容や方法、保護者と
のかかわりに配慮されている。

ａ

年長児は就学に向けて、興味や関心が育まれる
働きかけを行っている。近隣の小学校に公立保
育園児と一緒に訪問して１年生と遊んだり、学
校見学会を実施するなどの取り組みが行われて
いる。就学に向けて県の地区別幼稚園、保育
園、小学校連絡協議会が開催されており、職員
が参加して情報の把握・収集に努めている。年
度末には年長児の就学予定小学校に保育児童要
録を送付している。小学校の先生が来園して、
年長児の保護者に向けて学校での生活の説明を
行ったり、就学に向けての心構えなどを伝えて
いる。就学時における不安軽減にも配慮して、
保護者からの相談などにも随時対応している。

評価対象Ⅳ　内容評価基準

Ａ－１保育所保育の基本

Ａ－１－（１）養護と教育の一体的展開
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【アスクわかば保育園】

Ａ－１－（２）－①　生活にふさわしい場として、
子どもが心地よく過ごすことのできるような人的・
物的環境が整備されている。

ａ

室内の環境整備をしており、空気清浄器、加湿
器、０・１歳児室には床暖房を設置して子ども
たちが快適に過ごせるように配慮している。一
日数回窓の開閉をして空気を入れ換え、衛生面
にも配慮している。子どもの年齢・発達や興
味、遊びの内容に応じて、コーナーやじゅうた
んを設置して、子どもがゆったり絵本を読んだ
り、ままごとで遊んだりできるように工夫して
いる。保育室も保育内容に応じてパーテーショ
ンを利用して必要な空間となるように整えてい
る。個々の子どもの個性や家庭環境を理解し体
調の変化に気を配りながら、必要に応じて甘え
や要求なども受け止めている。２歳児以上のク
ラスは保育室から直接園庭に出ることができ、
外遊びがしやすい環境となっている。

Ａ－１－（２）－②　子どもが基本的な生活習慣を
身につけ、積極的に身体的な活動ができるような環
境が整備されている。

ａ

基本的な生活習慣が身に付くよう、個人差や年
齢に応じた指導計画を作成し、子どもが生活習
慣に取り組みやすいように対応を行っている。
離乳食やトイレトレーニングは家庭と連絡を取
りながら、子どもや保護者に無理がないように
進めている。３歳児以上では食事やおやつの時
の当番活動に取り組んだり、遊びでは２歳児以
上のクラスは園庭に面していることから土に触
れた体験が積極的にできる環境にある。

Ａ－１－（２）－③　子どもが主体的に活動し、
様々な人間関係や友だちとの協同的な体験ができる
ような人的・物的環境が整備されている。

ａ

２歳児以上のクラスでは、自由に素材や用具な
どを自分で取り出して遊べるように絵本やブ
ロック・空き箱・廃材などが用意され、子ども
が自由な発想で造形活動を楽しむことができる
環境が整えられている。２歳児から５歳児は一
緒に散歩に出かけたり、給食を一緒に食べたり
して異年齢での交流を行っている。造形展では
クラス毎のテーマに沿って友だちとの共同的な
体験がきる機会を設け、作品を一緒に完成させ
て廊下に展示し、保護者などに向けて披露する
ことで達成感につなげている。

Ａ－１－（２）－④　子どもが主体的に身近な自然
や社会とかかわれるような人的・物的環境が整備さ
れている。

ａ

食育活動としてプランターと園庭の畑で種蒔
き、苗植えから水やり、収穫までを各クラスで
行い、成長を見守った。散歩時に近隣の公園で
清掃活動をしたり、地域の商店での買い物体
験、児童館の利用、電車を使って行く図書館利
用や系列園合同で製菓工場の見学に行くなど、
積極的に子どもたちが社会と関わる機会を作っ
ている。近隣の商業施設でのハロウィンや製作
物の展示など、地域での行事開催や近隣の女子
栄養大学との交流、地域の歯科衛生士やボラン
ティア団体を招いた活動など、積極的に地域交
流に取り組んでいる。

Ａ－１－（２）－⑤　子どもが言葉豊かな言語環境
に触れたり、様々な表現活動が自由に体験できるよ
うな人的・物的環境が整備されている。

ａ

毎月季節の歌を２～３曲用意し、全クラス共通
で朝の会で歌っている。また、カスタネット・
鈴・タンバリン・鍵盤ハーモニカを用意して、
リトミックやリズム遊びなどの音楽活動を取り
入れている。３歳児以上のクラスでは当番活動
を通して、人前で話す機会を設けてたり、遊び
やゲームの中で様々な話し言葉に触れる機会を
提供し、子どもたちの経験につなげている。ま
た、読み聞かせの絵本は子どもの年齢にあった
絵本を選び、保育活動の中で親しんでいる。

Ａ－１－（３）－①　保育士等が主体的に自己評価
に取り組み、保育の改善が図られている。

ａ

保育課程に基づき、年間計画、月間指導計画は
保育内容を振り返り、月末に評価・反省欄に週
案は先週の評価・反省欄に記入し翌月・翌週の
子どもの活動のねらいに活かされている。定め
られた書式による「自己評価表」を記入し、園
長からのフィードバックや助言を通して自分が
今後伸ばしたい能力や専門性を把握・確認して
いる。また、年間研修計画などに反映して、保
育の改善や実践に活かしている。

Ａ－１－（２）　環境を通して行う保育

Ａ－１－（３）　職員の資質向上
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【アスクわかば保育園】

第三者評価結果 コメント

Ａ－２－（１）－①　子ども一人ひとりを受容し、
理解を深めて働きかけや援助が行われている。

ａ

年２回の個別面談や連絡ノートなどを通して保
護者からの意見や要望、家庭環境などを把握
し、日々の保育や家庭とのコミュニケーション
で一人ひとりの成長や発達などを伝え、無理な
く園生活を楽しめるように配慮している。子ど
もに対しては、わかりやすく穏やかな話しかけ
を心がけ、その場に応じて対応するようにして
いる。

Ａ－２－（１）－②　障害のある子どもが安心して
生活できる保育環境が整備され、保育の内容や方法
に配慮がみられる。

ａ

配慮を必要とする子どもの保育にあたっては専
任の発達支援員が本部に配置され、相談できる
体制になっている。必要があれば定期的に巡
回・指導を依頼して訪問してもらい、指摘事項
や対応への配慮などを記録に残しておき、要支
援児の個別指導計画を作成する際に反映してい
る。保護者との対話や連携を丁寧に行い、家庭
での生活の様子を聞いたり、園でのできること
や成長の状況などを伝えたりして相互理解を図
り、子どもにとって安心して過ごせるように配
慮している。

Ａ－２－（１）－③　長時間にわたる保育のための
環境が整備され、保育の内容や方法が配慮されてい
る。

ａ

延長保育時間には０・１歳児と２歳児以上のク
ラスが２部屋に別れて、安全面に配慮した合同
保育を行っている。好きな遊びを選べるように
マットを利用してコーナーを作ったり、家庭的
な雰囲気を大切に遊び込める環境作りに配慮し
ている。延長保育日誌にその日の延長時間の子
どもたちの様子を記録し、連絡事項はクラス毎
の連絡簿に記載して担当者に口頭で伝えてい
る。延長保育では夕寝の対応や個別に遊べるお
もちゃを提供するなどの配慮と工夫をしてい
る。

Ａ－２　子どもの生活と発達

Ａ－２－（１）　生活と発達の連続性
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【アスクわかば保育園】

Ａ－２－（２）－①　子どもの健康管理は、子ども
一人ひとりの健康状態に応じて実施している。

ａ

朝の受け入れ時には保護者から子どもの体調や
家庭での様子などを聞き、その日の過ごし方や
食事の変更など、個々の状況に応じた対応をし
ている。既往症や予防接種の状況は入園時に把
握しており、参考にしている。通常は３８度以
上の発熱で保護者に連絡し、体調に応じて変化
なども知らせている。園でのけがについてはア
クシデントレポートに記載し、担当者に口頭で
伝え、担任が保護者に直接謝罪・説明するよう
に配慮している。

Ａ－２－（２）－②　食事を楽しむことができる工
夫をしている。

ａ

給食の調理作業を調理室に見学に行き、給食が
できるまでをどのような人たちがどのように
行っているかを子どもたちに伝えている。毎月
栄養士によるクッキング保育を行い、保育室に
調理器具を持ち込み、栄養士と一緒に切る・焼
くなどの作業を取り入れたり、保育室をカフェ
テリア風に設定して異年齢合同での食事やバイ
キングランチを取り入れたり、近くの公園でお
弁当を食べたりなどして楽しい食事を体験して
いる。野菜の栽培を行い、栽培した野菜を調理
して食べたり、行事食の提供などを通して、食
への興味・関心を深めている。

Ａ－２－（２）－③　乳幼児にふさわしい食生活が
展開されるよう、食事について見直しや改善をして
いる。

ａ

調理スタッフが毎日、検食簿・残食簿に記入し
確認している。月１回、栄養士と保育士が給食
会議を行い、給食状況を話し合い、会議の中か
ら味付けやメニューなどの内容を見直してい
る。栄養士が積極的に各クラスをまわり、子ど
もたちの様子を見たり、話を聞いたりして個々
の状態を把握している。また、保育士と栄養士
が近隣の栄養大学のイベントに参加するなどし
て情報を収集して、子どもにふさわしい食生活
が送れるように配慮している。

Ａ－２－（２）－④　健康診断・歯科検診の結果に
ついて、保護者や職員に伝達し、それを保育に反映
させている。

ａ

年２回の健康診断と年１回の歯科検診を実施
し、結果などは保護者に書面で知らせ、児童票
に記録して職員間で共有している。毎月、身体
測定も行い、記録に残して保護者にも知らせて
いる。感染症が流行する時季にはうがい・手洗
いを徹底し、感染症の情報を取りまとめた文書
を園内に掲示して保護者に周知するなど、感染
の予防に努めている。また、市の歯科衛生士に
よる歯磨き教室を行い、保育園での歯磨き指導
を１歳児から実施している。

Ａ－２－（３）－①　アレルギー疾患、慢性疾患等
をもつ子どもに対し、主治医からの指示を得て、適
切な対応を行っている。

ａ

アレルギー疾患、慢性疾患を持つ子どもに対し
ては入園時に情報を把握し、医師からの指示書
に従い、個別に配慮している。食物アレルギー
児への食事の提供においては個別に献立を作成
し、色の違うトレイを用意して、名前・除去食
品を明記し職員が付き添って食べるようにして
いる。半年に一度、検査を受けてもらい、医師
の指示に従って対応している。アドレナリン自
己注射の講習を受け、シミュレーションも行い
対応に備えている。また、日常保育の中で与薬
が必要な子どもについては、医師の診断書と与
薬依頼書の提出により対応している。

Ａ－２－（３）－②　調理場、水周りなどの衛生管
理が適切に実施され、食中毒等の発生時に対応でき
るような体制が整備されている。

ａ

衛生管理はマニュアルの読み合わせを行い、職
員間で周知し共有している。調理室内の清掃記
録は毎日「施設清掃記録」に記録して園長が確
認を行い、不備があればその都度指導して改善
を心がけている。職員の体調・服装の項目や調
理室・冷蔵庫の温度、水質検査、食品の加熱温
度なども毎日記録して食中毒の予防に努めてい
る。

Ａ－２－（３）　健康及び安全の実施体制

Ａ－２－（２）　子どもの福祉を増進することに最もふさわしい生活の場
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【アスクわかば保育園】

第三者評価結果 コメント

Ａ－３－（１）－①　子どもの食生活を充実させる
ために、家庭と連携している。

ａ

毎月給食献立表・給食だより・園だよりを配布
し、食育年間計画表やクッキング年間計画表に
基づいて食生活を充実させている。毎日連絡
ノートを確認し、家庭での食事の状況を把握し
て、気になる子どもがいれば保護者と連絡を取
り合い、必要に応じて栄養士が個人面談を行う
などの支援をしている。玄関に給食のサンプル
を展示し、人気レシピを置いて持ち帰ることが
できるように工夫している。展示食の側には献
立に関するコメントが添えられ、食事への園で
の配慮が窺えるようになっている。また、入園
式・夏祭り・敬老会など、保護者参加の行事の
際に調理スタッフ手作りの食事を提供して試食
会を行い、園で提供する食事に関して保護者に
関心を持ってもらうように努めている。

Ａ－３－（１）－②　家庭と子どもの保育が密接に
関連した保護者支援を行っている。

ａ

２歳児以下の子どもは毎日連絡ノートにその日
の様子などを記入し、３歳児以上は保育室の入
口にその日の保育活動内容を掲示して保護者に
伝えている。送迎時にはできるだけ子どもの一
日の様子や成長を口頭で伝え、保護者とのコ
ミュニケーションを大切にしている。個別の相
談や送迎時の対話などは、職員ノートやクラス
毎の連絡表・延長保育日誌などに記録して職員
間で情報を共有し、保育活動の配慮や工夫に活
かしている。

Ａ－３－（１）－③　子どもの発達や育児などにつ
いて、懇談会などの話し合いの場に加えて、保護者
と共通の理解を得るための機会を設けている。

ａ

定期的に運営委員会を開催して、保護者からの
意見や提案などを聞いたり、保護者との相互理
解のためにクラス懇談会や個人面談などの話し
合いの場を設けている。家庭での様子と園での
様子を互いに伝え合いながら、子どもの発達や
成長の見通しなどに関する理解を促す機会を設
けている。保育士体験、夏祭りなどの行事への
手伝い、ボランティアとして園庭の草むしりな
どの活動を通して保護者と共通理解が持てるよ
うに努めている。

Ａ－３－（１）－④　虐待に対応できる保育所内の
体制の下、不適切な養育や虐待を受けていると疑わ
れる子どもの早期発見及び虐待の予防に努めてい
る。

ａ

朝の登園時の子どもの様子や、毎日のおむつ交
換や着替えの際に全身の視診を行い、保護者の
不適切な養育が疑われる場合には職員間で連携
し、早期発見に努め虐待の予防に配慮してい
る。気になる家庭があれば、子どもと保護者の
様子などを観察して言葉かけを行い、関係機関
と連携した対応が取れるようになっている。本
部作成の虐待防止マニュアルが整備されてお
り、職員には入社時研修で周知され、虐待防止
ポスターを掲示して保護者に向けて啓発にも取
り組んでいる。

Ａ－３－（１）　家庭との緊密な連携

Ａ－３　保護者に対する支援
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